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再使用禁止

【禁忌・禁止】 

1.使用方法

1)再使用禁止

【保管方法及び有効期間等】

1.保管方法

水ぬれに注意し、直射日光、高温多湿を避けて保管すること。

2.有効期間

包装の使用期限欄を参照のこと。

有効期間：滅菌後3年［自己認証（自社データ）による］

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

*製造販売（お問い合わせ先）

ニプロ株式会社

フリーダイヤル：0120-226-410

受付時間：9:00～17:15（土・日・祝日を除く）

製造

ニプロ株式会社

A_27B1X00045000080_AA_03

深度マーカ チューブ グリップ

【形状・構造及び原理等】

1.形状・構造

本品は、鼻腔内に挿入するチューブと挿入する際の保持部であ

るグリップよりなる。

チューブは先端が細くなるようテーパー加工がなされている。ま

た、チューブには挿入深度の目安として深度マーカが入ってい

る場合がある。

＜構造図（代表図）＞

2.材質

チューブ　　　　　ポリ塩化ビニル

ポリ塩化ビニルの可塑剤はフタル酸ジｰ2ｰエチルヘキシルである。

【使用目的又は効果】

本品は鼻腔拡張を目的とし、経鼻内視鏡検査の前処置に使用す

る。

【使用方法等】

1.チューブに粘滑・表面麻酔剤をガーゼ等で薄く塗布します。

必要に応じてその上から噴霧式麻酔剤を撒布します。

2.麻酔済みの鼻腔にチューブを挿入します。

3.チューブを鼻腔から抜いて、鼻腔内に余分に付着した麻酔剤

を綿棒等で軽く拭き取ります。

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞

1.チューブに麻酔剤を塗布する際、強くこすらないように注意

してください。

2.鼻腔粘膜損傷及びそれに伴う出血のおそれがあるので無理に押

し込むことは避けてください。

【使用上の注意】

1.重要な基本的注意

1)グリップ部分から決して液体を注がないこと。

2)チューブ印刷部をこすったり、あるいは薬液がついた状態で

放置しないこと。［目盛等の印刷部が消えるおそれがある。］

2.不具合・有害事象

1)その他の不具合

(1)本品の破損

2)その他の有害事象

(1)鼻腔粘膜損傷

(2)出血


